
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間             会長 岡島達雄君 

お大師様 

去る 9月 9日パスト会長会があり、主に会長ノミニ

ーの選出とガバナー擁立の 2点について話し合いまし

た。その結果、ノミニーについては選考委員会をガバ

ナーについては擁立準備委員会を立ち上げてはどうか

というご意見でした。本日の理事会に諮りたいと思い

ます。理事会終了後ノミニー候補者には、ご就任のお

願いに上がるかと思います。その際にはお断りになら

ないようお願いします。 

9月16日の高鍋大師境内での夜間例会と観月会 参

加できず皆さんにご迷惑をおかけしました。例会を仕

切っていただいた中武副会長、武末幹事。橋口さんを

はじめとする親睦委員会の皆さんありがとう。大変盛

り上がったと何人かの会員から聞きました。具体的な

状況は、高鍋ロータリーのホームページで知りました。

いいタイミングで記事を載せていただいた日高さんに

感謝します。 

ところで、高鍋大師の大師とは弘法大師、すなわち

空海のことはみなさんご存じのとおりです。空海は現

在の香川県善通寺市出身、20歳で出家、30歳で遣唐使

に選ばれ長安の清龍寺で恵果和尚の下で密教の奥義を

学び 8代目阿闍梨遍照金剛となられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帰国後高野山に真言宗総本山金剛峯寺を開き、密教の

聖地とされました。835年 62歳で入定され今でも奥の院

の御廟に眠っておられるとのことです。 

さて、その御廟に至るうっそうたる高野槙や杉木立の

奥の院参道には、皇室、各宗派の開粗、企業、芸能人な

ど数十万基の仏塔や墓石が集積しています。織田家、豊

臣家、徳川家などほとんどの戦国武将の菩提所やお墓も

あります。信長は高野山を焼こうとしましたが本能寺に

倒れ、結局秀吉に屈して十六万石相当から 2万石で安堵

されました。私が訪れた時はまだ高鍋とはご縁のない時

で気づきませんでしたが、その中に、秀吉に逆らって 36

万石から 3万石にさせられた「日向高鍋秋月家の墓所」

と記された立派な碑が 2か所もあるそうです。 

まだの方がおられましたら、一度訪ねられたらいかが

でしょうか。 

 

■幹事報告              幹事 武末喜久治君 

＜文書案内＞ 

＊GSEメンバーの歓迎会について 

  日時 平成 22年 10月 17日（日）18：00～ 

  場所 ニューウェルシティー宮崎 

  会費 6,000円 

＊GSEメンバーの送別会について 

  日時 平成 22年 10月 22日（金）18：30～ 

  場所 ニューウェルシティー宮崎 

  会費 5,000円 

第 1665 回 平成 22 年 10 月 7 日プログラム 
２７３０地区ガバナー   伊藤 学而 

中部分区ガバナー補佐   岩切  昇 

2730地区テーマ 

  クラブを活性化し、地域と時代の要請に応えよう 

高鍋ロータリークラブテーマ 

  品位のある楽しいクラブを実現し、社会の要求に 

こたえよう 

9 月の月間テーマ 

新世代のための月間 

 次週例会案内； 10月 14日（木）1666回例会 

・血圧測定 

・地区大会報告 

＊グランドゴルフ（於；蚊口浜公園）9：00～11：00 

第 1664 回 例会内容 

１． 点  鐘         

２．ロータリーソング   

  君が代・奉仕の理想 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間     

５．幹事報告      

６．出席報告       

７． BOX披露 

８．各委員会報告 

９．新入会員卓話 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

 

本日の新入会員卓話―長谷川修身君、杉尾義秀君 

・米山ランチBOX 

・セレモニー；誕生祝い5名・結婚記念祝い 6名 

・例会終了後理事会開催 



＊社会福祉協議会より共同募金街頭募金の協力依頼 

予定・・10月 15日、11月 16日、12月 10日 

＊ウィーンフィルハーモニー管弦楽団宮崎公演開催に

ついて  11月 7日（日）のチラシ・案内文 

＊西都RC 10/5クラブフォーラム（奉仕プロジェクト） 

10/12地区大会報告・外部卓話 

   10/19職場訪問（GSE来訪） 10/26外部卓話 

＊佐土原 RC 10/6 会員卓話 10/13 会員卓話  

10/20フォーラム   10/27会員卓話 

＊都城 RC 10/8  12：30～職場訪問 サテライト三股 

    10/29 特別休会 

＊都城北 RC 10/12 12：30～職場訪問 霧島酒造 

＊都城西 RC 10/20 12：30～職場訪問 

    10/27 18：30～夜間例会 中山荘 

 

◆委員会報告    職業奉仕委員長 永田英徳君 

 去る9月12日に鹿児島の

みそめ館で 2010-2011年度

地区職業奉仕委員長会が開

催され出席してきました。 

 川原篤雄委員長、伊藤ガ

バナー、海江田プログラム

委員長をはじめとして、約 60名の会員で研修が始まり

ました。主なテーマは、職業奉仕月間を迎えて「クラ

ブの活性化を如何にして推進するか」でした。進行方

法は、会員が 4つのグループに分かれて、グループ討

論会を行い討論の結果を報告し合う方法でした。新し

い発想も工夫もあまり感じられない研修会でした。 

 高鍋クラブは従来の職場訪問は中止をし、10 月 21

日の夜間大学を計画し、理事会の承認を得て、会員外

にも参加者を求めることで、ロータリーの広報活動と

新入会員の獲得を期待していることを発表しました。 

8 月に実行した新入会員への情報勉強会を従来は情

報委員会が行っていましたが、職業奉仕委員会有志の

会員も一緒になって行ったこと、すなわち、これから 

実行する事に関連すると思われる各委員会有志の会員

と多くの人が参加することで活性化を計りたい。 

 

◆親睦活動委員会―ＢＯＸ披露   河野浩二君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

岡島達雄君 岩村哲雄先生お話を楽しみにしています。 

岩切ガバナー補佐ご指導ありがとうございます。 

平山英俊君 今日のゲストご苦労さん。 

福本幸良君 岩村哲雄様をお迎えして。本日はよろし

くお願いします。 

橋口清和君 観月会ではお世話になりました。準備に

は親睦活動委員会の皆様、あとかたづけでは残っ

て頂いた会員の皆様、そして参加頂いた会員の皆

様全ての方に感謝申し上げます。お陰さまで無事

終えました。有難うございました。 

河野 修君 傘寿祝いのお返し。ありがとうございま

した。 

鍋倉春代君 例会長く休んですみません。春 RanMan

オープンして 1ケ月になります。これからも宜しく

お願いします。 

松尾正博君 誕生日お祝いありがとうございました。 

 

◆出席報告            図師義孝君 

  出席状況         （卖位：人、％） 

会  員  数 40 

出 席 会 員 数 38 

ホーム出席率 95.00 

前々回の修正出席率 84.62 

 

■外部卓話             岩村哲雄様 

「紫川一代画史」にみる 明治・大正・昭和の高鍋 

 山名勝重翁は紫川と称し、眼科を開業のかたわら自分

の身の廻りに起こった出来事を趣味の絵筆で記録し、10

冊の画史にまとめています。 

 明治 9年、筏に生まれて昭和 32年没に至る 81年間の

画は何と 3152 枚にも及び、その一つひとつは後世に貴

重な記録となっています。この絵日記をご本人は「紫川

一代画史」と名付け、10冊に製本されたものですが、ご

遺族のご厚意により翁の没後高鍋町に寄贈され、現在高

鍋町図書館に所蔵されています。 

 紫川翁の誕生は、西单戦争の一年前です。 

 明治維新の激動期から大正・昭和の敗戦直後の高鍋の

歴史を表している絵は、巻１の自序・誕生から始まり、

長崎の医学生時代・熊本・長崎の医師、そして木城に開

業、更に高鍋の小丸に眼科医院と定着（戦争中別府に転

居もありましたが）一生を終える間を表しています。 

 この画史の内容は、①誕生から開業まで ②歴史を伝

える事例 ③風俗や風習 ④その他 の４つに分類され

ましょうが、紫川翁の事例をみる眼差し、絵画力・文章

力・ユーモア感が夫々に表れていて感動を覚えます。 

 そして、その出来事をご自分の文章で書き添えてある

のも特徴です。翁の画を 3152 枚すべてみなさんにご紹

介するには時間不足ですので、次の項目によってスライ

ドにしてみました。 

①紫川翁の写真・自画像  ②紫川翁の絵画力  

③高鍋の歴史  ④高鍋の風俗・風習  ⑤家族の紹介 

 「紫川一代画史」として、大正 9 年から昭和 32 年ま

で書き続け 10 冊にまとめあげられたその努力と絵画力

には感動します。ご紹介しますのはほんの一部です。 

実物を実際にご覧いただくようお勧めします。 

 

 
   岩切昇ガバナー補佐 

 

 

 

 

岩村哲雄様 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


